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三
校

中
井
竹
山
の
儒
者
意
識
―
そ
の
経
学
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て
―

藤
　
居
　
岳
　
人

は
じ
め
に

　

中
井
竹
山
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
大
坂
に

お
け
る
幕
府
官
許
の
学
問
所
懐
徳
堂
の
第
四
代
学
主
と
し
て
活
動

し
た
儒
者
で
あ
る
。
懐
徳
堂
の
全
盛
期
を
弟
の
中
井
履
軒
と
と
も

に
二
人
で
支
え
た
。
両
者
の
学
問
の
特
徴
に
つ
い
て
、
西
村
天
囚

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

懐
徳
堂
創
立
の
比こ
ろ

に
は
、
道
学
を
主
と
し
て
詩
文
を
排
斥
せ

し
も
、
蘭
洲
文
章
に
長
ぜ
し
よ
り
、
其
が
教
授
と
為
り
て
後

は
、
学
風
一
変
し
て
詩
文
を
課
し
、
竹
山
履
軒
並
に
文
章
に

長
ぜ
し
が
、
分
け
て
文
章
は
竹
山
の
長
技
た
り
、
竹
山
の
文

章
に
長
じ
、
履
軒
の
経
学
に
長
ぜ
し
は
、
並
に
淵
源
を
蘭
洲

に
発
し
て
、
而
し
て
其
の
造
詣
は
師
に
勝
る
こ
と
数
等
、
真

に
是
れ
出
藍
な
り
、（
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
、
三
、

兄
弟
の
師
）

　

つ
ま
り
、
二
人
は
と
も
に
五
井
蘭
洲
の
弟
子
だ
け
れ
ど
も
、
竹

山
が
文
章
に
長
じ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
履
軒
は
経
学
に
長
じ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
問
の
得
意
と
す
る
分
野
が
相
違
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
天
囚
の
文
章
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
の
経
学
に
関
す
る
業
績
は
、『
七
経
逢
原
』

な
ど
の
経
書
注
釈
に
代
表
さ
れ
る
履
軒
の
経
学
研
究
に
焦
点
が
当

た
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
に
比
べ
れ
ば
竹
山
の

経
学
に
関
す
る
研
究
は
確
か
に
多
く
な
い
。
こ
れ
は
竹
山
が
懐
徳

堂
学
主
と
し
て
そ
の
運
営
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
こ
と
も
大
き
な

理
由
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
竹
山
は
大
坂
の
町
に
お
け
る
懐
徳
堂
の

地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
大

坂
在
勤
の
諸
大
名
や
町
奉
行
な
ど
の
幕
府
の
役
人
、
あ
る
い
は
諸

藩
の
武
士
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
諸
活
動
に
忙
殺
さ
れ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
書
研
究
に
打
ち
込
む
ま
と
ま
っ
た
時
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間
を
と
る
こ
と
は
恐
ら
く
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

と
は
言
え
、
竹
山
の
経
学
研
究
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
を
批
判
し
た
『
非
徴
』
は
竹

山
の
名
を
高
く
さ
せ
た
著
名
な
書
で
あ
る
。
こ
の
『
非
徴
』
以
外

に
、
竹
山
に
は
『
易
断
』
や
『
礼
断
』
な
ど
の
五
経
に
関
す
る
著

述
が
あ
る
の
に
加
え
て
、
四
書
関
連
の
著
述
と
し
て
大
阪
大
学
附

属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
『
四
書
断
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
『
四
書
集
註
』
の
刊
本
の
余
白
に
竹
山
自
身
の
学
説
や
諸
註
釈

家
の
学
説
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の『
中
庸
断
』

で
は
、
経
学
に
関
す
る
懐
徳
堂
儒
者
の
学
説
と
し
て
著
名
な
中
庸

錯
簡
説
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
竹
山
の
経
学
に
対
す
る
考

え
を
う
か
が
う
代
表
的
な
著
書
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、『
四
書
断
』
に
見
え
る
竹
山
独
自
の
学
説
は
何
も
中
庸

錯
簡
説
の
み
と
は
限
る
ま
い
。
本
稿
で
は
、
従
来
、
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
竹
山
の
『
四
書
断
』
を
材
料
と
し
て
、

中
庸
錯
簡
説
以
外
の
竹
山
の
経
学
研
究
の
特
徴
を
探
り
た
い
。
そ

の
注
釈
の
形
式
が
履
軒
の
『
七
経
雕
題
』
と
同
様
に
刊
本
の
余
白

に
自
説
な
ど
を
書
き
入
れ
る
体
裁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、履
軒
の『
雕

題
』
と
も
比
較
し
つ
つ
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本

稿
で
は
、
論
点
の
分
散
を
避
け
る
た
め
に
『
四
書
断
』
の
な
か
の

『
論
語
断
』
を
特
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の
う
え
で
儒
者
と
し
て
の

竹
山
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、『
四
書
断
』
書
き
入
れ
の
特
徴

　
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
編
、
一
九
七
六

年
）
に
よ
れ
ば
、『
四
書
断
』
の
刊
本
に
つ
い
て
、「
高
頭
四
書
集

註
二
十
巻　

南
宋
朱
熹
撰　

六
順
堂
黄
振
宇
刊
本　

日
本
五
井
藤

九
郎
中
井
積
善
首
書
批
点　

懐
徳
堂
遺
書　

闕
論
語
集
註
巻
第
一

至
巻
五
」
と
あ
り
、『
四
書
集
註
』
の
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
竹

山
の
書
き
入
れ
以
外
に
、
竹
山
の
師
で
あ
る
五
井
蘭
洲
の
書
き
入

れ
も
存
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目

録
」（『
懐
徳
』
十
七
号
、
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一
九
三
九
年
所
収
）

に
お
け
る
吉
田
鋭
雄
の
『
四
書
断
』
の
解
説
で
は
、「
是
の
書
も

と
五
井
蘭
洲
先
生
の
蔵
本
で
あ
っ
た
の
を
、
竹
山
先
生
之
を
譲
受

け
た
も
の
か
、
欄
外
に
蘭
洲
先
生
自
筆
の
書
入
あ
り
、
竹
山
先
生

は
其
の
空
白
の
処
に
諸
儒
の
説
及
び
自
説
を
朱
墨
両
様
に
て
掲

げ
、『
善
按
』
若も
し

く
は
『
竹
山
曰
』
と
し
て
あ
る
」
と
あ
る
。
つ

ま
り
、『
四
書
断
』
の
書
き
入
れ
の
あ
る
刊
本
は
、
も
と
も
と
五

井
蘭
洲
の
蔵
本
だ
っ
た
も
の
を
竹
山
が
譲
り
受
け
た
も
の
の
よ
う

で
、
欄
外
に
蘭
洲
自
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
竹
山
は
そ
の
余
白

に
諸
儒
の
説
や
自
説
を
書
き
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
竹
山
説
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
、
蘭
洲
の
書
き
入
れ
と
竹

山
の
書
き
入
れ
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
両
者
は
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ど
の
よ
う
に
し
て
区
別
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。『
論
語
断
』
の
な

か
か
ら
区
別
す
る
た
め
の
用
例
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

　

ま
ず
、「
某
按
」
や
「
禎
按
」
と
あ
る
も
の
は
蘭
洲
の
書
き
入

れ
で
あ
る
。「
禎
按
」
と
あ
る
の
が
蘭
洲
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ

と
は
蘭
洲
の
名
が
純と
し
さ
だ禎
で
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
け
れ
ど
も
、「
某

按
」
は
な
ぜ
蘭
洲
の
書
き
入
れ
な
の
か
。
そ
れ
は
「
某
按
」
と
あ

る
書
き
入
れ
の
何
條
か
が
中
井
履
軒
の
『
論
語
雕
題
』
や
『
論
語

雕
題
略
』
に
蘭
洲
説
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
顔
淵
篇
（
六
、
十
一
裏
〔『
四
書
断
』
の
書
き
入
れ

の
あ
る
『
四
書
集
註
』
巻
六
、
十
一
葉
裏
。
以
下
、
同
じ
〕）「
顔

淵
曰
く
、
其
の
目
を
請
い
問
わ
ん
、
と
。
子
曰
く
、
非
礼
は
視
る

こ
と
勿な
か

れ
、
非
礼
は
聴
く
こ
と
勿
れ
、
非
礼
は
言
う
こ
と
勿
れ
、

非
礼
は
動
く
こ
と
勿
れ
、
と
。
顔
淵
曰
く
、
回
は
不
敏
と
雖
も
、

請
う
斯こ

の
語
を
事
と
せ
ん
、
と
」
の
箇
所
の
『
論
語
断
』
に
、「
某

按
、
四
勿
猶
言
視
聴
言
動
。
勿
以
非
礼
也
。
非
礼
皆
属
己
。
四
箴

以
蔽
邪
為
言
、
則
似
以
非
礼
為
外
。
此
処
須
詳
審
程
子
之
意
」
と

あ
り
、『
論
語
雕
題
』
の
同
箇
所
に
、「
冽
庵
先
生
云
、
四
勿
猶
言

視
聴
言
動
。
勿
以
非
礼
也
。
非
礼
皆
属
己
」と
あ
る
。「
冽
庵
先
生
」

と
は
蘭
洲
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
は
『
論
語
断
』
の
一
部
分

が
『
論
語
雕
題
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
述
の
例
を
見
れ
ば
、
履
軒
が
蘭
洲
の
書
き
入
れ
の
あ
る
『
論

語
断
』
の
刊
本
を
参
照
し
つ
つ
『
論
語
雕
題
』
を
記
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
顔
淵
篇（
六
、
十
三
裏
）

「
司
馬
牛
憂
え
て
曰
く
、
人
皆
兄
弟
有
り
。
我
独
り
亡
し
、
と
」

の
箇
所
に
対
し
て
、『
論
語
雕
題
』
で
は
、「
冽
庵
先
生
云
、
疑
此

司
馬
牛
兄
弟
皆
死
亡
後
之
話
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
論

語
断
』
の
刊
本
に
は
蘭
洲
の
書
き
入
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
履
軒
が
参
照
し
た
の
は
『
論
語
断
』
の
刊
本
で
は
な
い

可
能
性
が
高
い（
１
）。
恐
ら
く
、
現
在
は
散
逸
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

漢
文
で
執
筆
さ
れ
た
蘭
洲
独
自
の
『
論
語
』
の
注
解
が
別
に
存
在

し
た
の
だ
ろ
う（
２
）。

　

上
述
の
よ
う
に
、「
某
按
」
は
蘭
洲
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
無
記
名
で
あ
っ
て
も
、「
某
按
」
や
「
禎
按
」
と

同
じ
く
、
墨
筆
で
記
さ
れ
た
筆
太
の
書
き
入
れ
は
、
そ
の
筆
勢
か

ら
蘭
洲
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
図
一
は
『
論
語
断
』（
憲

問
篇
の
七
、
九
裏
）
で
あ
る
。
こ
の
例
で
説
明
す
れ
ば
、「
孔
安

国
曰
」
と
あ
る
も
の
は
、
無
記
名
だ
け
れ
ど
も
そ
の
隣
の
「
某
按
」

と
筆
勢
が
同
じ
だ
か
ら
、
蘭
洲
の
書
き
入
れ
だ
と
推
定
で
き
る
。

　

次
に
竹
山
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
吉
田
鋭
雄
の
解

説
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
善
按
」
や
「
竹
山
曰
」
と
あ
る
も
の
は

竹
山
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。「
善
按
」
と
あ
る
の
は
、
竹
山

の
名
が
積
善
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
山
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
以
外
に
、
無
記
名
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
朱
筆

や
墨
筆
で
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
は
、
そ
の
筆
勢
か
ら
竹
山
の
書
き
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入
れ
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
図
二
も『
論
語
断
』（
顔
淵
篇
の
六
、

十
五
表
）
で
あ
る
。
こ
の
な
か
の
墨
筆
で
「
東
涯
曰
」
と
あ
る
も

の
や
朱
筆
で
「
朱
子
曰
」
と
あ
る
も
の
は
竹
山
に
よ
る
書
き
入
れ

だ
ろ
う
。

二
、『
論
語
断
』
の
特
徴

　

以
下
、『
四
書
断
』
中
の
『
論
語
断
』
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

的
な
特
徴
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。『
論
語
断
』
は
、
そ
の
書

き
入
れ
の
あ
る
『
論
語
集
註
』
の
刊
本
が
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
散

逸
し
て
お
り
、
巻
六
か
ら
巻
十
ま
で
の
み
、
す
な
わ
ち
先
進
篇
か

ら
堯
曰
篇
ま
で
の
み
が
懐
徳
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
刊
本

へ
の
書
き
入
れ
と
い
う
体
裁
が
竹
山
の『
論
語
断
』と
履
軒
の『
論

語
雕
題
』
と
は
同
じ
だ
か
ら
、
両
者
の
書
き
入
れ
の
様
相
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
両
者
の
経
書
解
釈
の
特
徴
も
あ
る
程
度
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
内
容
的
な
面
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
ど

の
よ
う
な
諸
儒
の
説
を
ど
の
程
度
引
用
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い

は
自
説
は
ど
の
程
度
記
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

主
に
引
用
さ
れ
る
諸
儒
名
と
引
用
数
と
を
表
一
に
ま
と
め
た（
３
）。
引

用
さ
れ
る
回
数
が
多
い
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
儒
者
の

説
の
正
当
性
を
竹
山
が
認
め
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

表
の
数
字
に
よ
っ
て
竹
山
の
考
え
の
方
向
を
あ
る
程
度
推
し
量
る

こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

　

表
一
に
よ
っ
て
、
竹
山
と
履
軒
と
の
注
解
の
内
容
を
比
較
す
れ

ば
、
例
え
ば
、
先
進
篇
で
竹
山
が
自
説
を
述
べ
る
書
き
入
れ
が
八

條
で
あ
る
の
に
対
し
て
履
軒
は
九
十
條
、
顔
淵
篇
で
は
竹
山
の
書

き
入
れ
が
九
條
で
あ
る
の
に
対
し
て
履
軒
は
九
十
條
と
、
履
軒
が

自
説
を
述
べ
る
書
き
入
れ
の
方
が
全
体
を
見
れ
ば
圧
倒
的
に
多

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
竹
山
の
書
き
入
れ
は
、『
四
書
大
全
』
に

見
え
る
説
を
引
く
と
き
が
多
く
、
時
に
は
『
四
書
或
問
』
の
引
用

も
あ
る
。
つ
ま
り
、
竹
山
は
「
朱
子
曰
」
と
示
し
て
朱
子
の
説
を

引
く
こ
と
が
履
軒
に
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
多
い
。
例
え
ば
、
先
進

篇
で
竹
山
の
引
く
朱
子
説
は
七
條
で
あ
る
の
に
対
し
て
履
軒
は
一

條
を
引
く
の
み
で
、
顔
淵
篇
で
は
竹
山
の
引
く
朱
子
説
は
十
五
條

も
あ
る
の
に
対
し
て
履
軒
は
一
條
を
引
く
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

書
き
入
れ
の
量
の
多
寡
が
そ
の
内
容
の
質
と
相
関
関
係
が
あ
る
と

は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の
傾
向
は
こ
の
比

較
か
ら
看
取
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
経
学
研
究

に
関
し
て
は
、
通
説
ど
お
り
に
履
軒
の
方
に
一
日
の
長
が
あ
り
、

独
自
の
見
解
が
多
い
可
能
性
は
高
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
竹
山
は
『
四
書
大
全
』
や
『
四
書
或

問
』
に
見
え
る
朱
子
の
説
を
引
く
こ
と
が
多
い
か
ら
、
基
本
的
に

竹
山
は
朱
子
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
子
路
篇
（
七
、
八
表
）「
子
曰
く
、
中
行
を
得
て
之
に
与く
み

せ
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表
一　
『
論
語
断
』、『
論
語
雕
題
』
引
用
数
比
較
表
（
上
：『
論
語
断
』　

下
：『
論
語
雕
題
』）

先
進

顔
淵

子
路

憲
問

衛
霊
公

季
氏

陽
貨

微
子

子
張

堯
曰 

蘭
洲

21
―
０

17
―
２

17
―
０

29
―
２

11
―
１

11
―
０

14
―
２

8
―
２

９
―
０

２
―
０

竹
山

８
―
０

９
―
０

15
―
０

17
―
０

４
―
０

５
―
０

６
―
０

３
―
０

12
―
０

１
―
０

履
軒

０
―
90

０
―
90

０
―
80

０
―
129

０
―
88

０
―
63

０
―
76

０
―
39

０
―
68

０
―
24

仁
斎

０
―
０

１
―
２

１
―
０

１
―
０

０
―
１

２
―
１

１
―
２

１
―
２

１
―
０

０
―
３

徂
徠

０
―
０

０
―
０

０
―
０

０
―
０

０
―
１

０
―
０

０
―
０

０
―
０

１
―
０

０
―
０

皇
侃

０
―
０

０
―
３

０
―
０

１
―
３

０
―
２

０
―
１

０
―
０

０
―
１

０
―
０

０
―
０

張
南
軒

０
―
０

１
―
０

０
―
０

２
―
１

２
―
０

３
―
０

１
―
０

１
―
０

０
―
１

０
―
０

朱
子

７
―
１

15
―
１

５
―
１

13
―
１

15
―
０

６
―
１

９
―
０

２
―
０

12
―
１

２
―
０

程
子

０
―
０

２
―
０

０
―
０

０
―
０

１
―
０

０
―
０

１
―
０

０
―
０

０
―
０

０
―
０

張
彦
陵

２
―
１

３
―
１

４
―
２

４
―
２

２
―
０

１
―
２

５
―
３

１
―
１

１
―
０

２
―
０

蔡
虚
斎

３
―
１

４
―
６

３
―
０

２
―
５

２
―
０

０
―
２

３
―
３

３
―
０

１
―
１

１
―
０

林
次
崖

０
―
０

０
―
０

２
―
０

０
―
０

０
―
２

１
―
１

０
―
１

１
―
０

１
―
０

０
―
０

葛
屺
瞻

０
―
２

０
―
４

０
―
１

０
―
３

０
―
３

０
―
１

０
―
５

０
―
２

０
―
４

０
―
０

高
中
玄

０
―
２

０
―
０

０
―
０

１
―
２

０
―
０

０
―
１

０
―
１

０
―
０

０
―
０

０
―
０

張
芑
山

１
―
２

０
―
０

０
―
１

１
―
１

０
―
２

０
―
０

０
―
２

０
―
０

０
―
１

０
―
０
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ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂き
よ
う
け
ん狷か
。
狂
者
は
進
ん
で
取
り
、
狷
者
は
為
さ

ざ
る
所
有
る
な
り
」
の
箇
所
に
、『
論
語
集
註
』
で
は
次
の
よ
う

に
言
う
。

…
孟
子
に
曰
く
、「
孔
子
は
豈あ

に
中
道
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
。

必
ず
し
も
得
可
か
ら
ざ
る
が
故
に
其
の
次
を
思
う
な
り
。

琴き
ん
ち
よ
う
張
・
曾そ
う

晳せ
き

・
牧ぼ
く
ひ皮
の
如
き
者
は
、
孔
子
の
い
わ
ゆ
る
狂
な

り
。
其
の
志
は
嘐
嘐
然
（
志
の
大
き
い
さ
ま
）
と
し
て
、

古い
に
し
えの
人
、
古
の
人
と
曰
う
は
、
其
の
行
な
い
を
夷い
こ
う考
（
考

え
る
）
し
て
焉こ
れ

を
掩
わ
ざ
る
者
な
り
。
狂
者
も
又
た
得
可
か

ら
ざ
れ
ば
、
不
潔
を
屑
い
さ
ぎ
よし
と
せ
ざ
る
の
士
を
得
て
之
に
与
せ

ん
と
欲
す
る
な
り
。
是
れ
狷
な
り
。
是
れ
も
又
た
其
の
次
な

り
」
と
。

　

朱
子
は
、『
孟
子
』
尽
心
章
句
下
の
文
章
を
引
い
て
、
孔
子
が

も
と
め
る
の
は
、
本
来
、
中
行
の
士
（
中
庸
を
心
得
た
士
）
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
得
が
た
い
た
め
に
次
善
の
人
材
と
し
て
狂
者
に

言
及
す
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
同
箇
所
の
『
論
語
断
』
に
お
い

て
、
竹
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

竹
山
曰
く
、
絶
え
て
中
行
無
き
を
言
う
に
非
ず
。
其
れ
必
ず

し
も
得
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
が
故
に
始
め
に
之
を
置
き
て
以

て
狂
狷
を
論
ず
る
な
り
。
孟
子
の
狂
は
此
の
意
を
得
。（
原

漢
文
。『
論
語
断
』
か
ら
の
引
用
は
書
き
下
し
文
に
す
る
。

以
下
、
同
じ
）

　

竹
山
も
朱
子
と
同
様
に
、
中
行
の
士
が
得
が
た
い
が
た
め
に
狂

狷
の
士
に
言
及
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
竹
山

は
基
本
的
に
朱
子
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
る
。『
論
語
断
』
で
は

他
に
も
朱
子
の
解
釈
を
踏
む
箇
所
が
多
い
。

　

た
だ
、『
論
語
断
』
に
お
い
て
、
朱
子
の
解
釈
を
批
判
的
に
検

討
し
て
い
る
例
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
先
進
篇
（
六
、
二
表
）
に

「
南
容　

白は
く
け
い圭
を
三
復
す
。
孔
子　

其
の
兄
の
子
を
以
て
之
に
妻め
あ

わ
す
」
と
あ
る
。
孔
子
の
弟
子
の
南
容
が
『
詩
経
』
抑
篇
の
「
白

圭
の
玷か

く
る
は
尚な
お

磨
く
可
し
」
の
箇
所
を
何
度
も
読
み
返
し
て
い

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
朱
子
は
『
論
語

集
註
』
と
『
論
語
大
全
』
と
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

詩
の
大
雅
の
抑
の
篇
に
曰
く
、「
白
圭
の
玷
く
る
は
尚
磨
く

可
し
。
斯こ

の
言
の
玷
く
る
は
為お
さ

む
可
か
ら
ず
」
と
。
南
容
は

一
日
に
此
の
言
を
三
復
す
。
事
は
家
語
に
見
ゆ
。
蓋
し
深
く

言
を
謹
む
に
意
有
り
。（『
論
語
集
註
』）

朱
子
曰
く
、
南
容　

白
圭
を
三
復
す
。
是
れ
一ひ
と
あ
さ旦
に
此
れ
を

読
ま
ず
。
乃
ち
是
れ
日
日
之こ
れ

を
読
む
。
此
の
詩
を
玩
味
し
て

言
行
を
謹
ま
ん
と
欲
す
る
な
り
。（『
論
語
大
全
』）

　

こ
こ
に
掲
げ
た
『
論
語
集
註
』
と
『
論
語
大
全
』
と
の
間
に
は

微
妙
に
内
容
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
論
語
集
註
』
で
は
、

南
容
が
白
圭
を
一
日
の
う
ち
何
度
も
反
復
す
る
と
言
う
。
そ
れ
に

中井竹山の儒者意識―その経学研究を手がかりとして― ― 藤居岳人

33



三
校

対
し
て
、『
論
語
大
全
』
で
は
、
南
容
が
白
圭
を
反
復
す
る
の
は

一
日
の
う
ち
で
は
な
く
、
日
々
毎
日
反
復
す
る
の
だ
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
相
違
に
つ
い
て
、
竹
山
は
『
論
語
断
』
で
次
の
よ
う
に

言
う
。古

注
に
孔
曰
く
、「
南
容　

詩
を
読
み
て
此
に
至
り
て
、
三

た
び
之
を
反
覆
す
」
と
。
善
按
ず
る
に
従
う
可
し
。
朱
子
の

「
日
々
之
を
読
む
」
の
説
、
恐
ら
く
は
非
な
り
。
本
注
の
「
一

日
に
三
復
す
」、
猶な
お

是
く
の
ご
と
し
。

　

竹
山
は
、
古
注
、
す
な
わ
ち
『
論
語
集
解
』
の
説
に
従
っ
て
、

南
容
が
白
圭
を
一
日
に
何
度
も
反
復
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
こ

れ
は
『
論
語
大
全
』
で
は
な
く
『
論
語
集
註
』
の
説
に
従
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朱
子
の
解
釈
に
対
し
て
、
安
易
に

従
わ
ず
、
古
注
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
批
判
的
に
冷
静
に
解
す
る

側
面
が
竹
山
に
は
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
論
語
断
』
に
は
朱
子
の
解
釈
に
従
わ
な
い
例
も
多

く
見
え
る
。
例
え
ば
、
憲
問
篇
（
七
、
十
八
表
）「
子
曰
、
君
子

恥
其
言
而
過
其
行
」
で
あ
る
。『
論
語
集
註
』
で
は
、「
恥
ず
る
と

は
、
敢
え
て
尽
く
さ
ざ
る
の
意
な
り
。
過
ぐ
る
と
は
、
余
り
有
ら

ん
と
欲
す
る
の
辞
な
り
」
と
あ
っ
て
、
本
文
を
「
子
曰
く
、
君
子

は
其
の
言
を
恥
じ
て
其
の
行
な
い
を
過
ご
す
」
と
訓
む
べ
き
だ
と

す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、『
論
語
大
全
』
に
は
、「
胡
氏

曰
く
、
或
い
は
其
の
言
の
其
の
行
な
い
に
過
ぐ
る
を
恥
ず
る
と
謂

う
も
、
固
よ
り
通
ず
。
必
ず
集
註
の
釈と

き
て
両
事
と
為
す
が
如
き

は
、
斯す
な
わち
夫
子
立
言
の
本
意
を
得
」と
あ
る
よ
う
に
、
本
文
を「
子

曰
く
、
其
の
言
の
其
の
行
な
い
に
過
ぐ
る
を
恥
ず
」
と
訓
む
べ
き

た
と
い
う
説
も
存
し
た
。
こ
の
箇
所
の
『
論
語
断
』
で
は
次
の
よ

う
に
言
う
。

竹
山
按
ず
る
に
、
朱
子
曰
く
、「
諸
説　

皆
な
善
し
。
其
の

文
義
を
以
て
之
を
覩み

れ
ば
、
則
ち
当
に
其
の
言
の
其
の
行
な

い
に
過
ぐ
る
を
恥
ず
る
に
作
り
て
、
乃
ち
諸
説
の
意
と
合
す

べ
し
。
今
の
文
の
如
く
ん
ば
則
ち
恐
ら
く
は
其
れ
当
に
両
事

と
為
す
べ
し
」
と
。
皇
侃
本
は
「
而
」
正
に
「
之
」
に
作
る
。

而
し
て
朱
子　

皇
本
を
覧
る
こ
と
、
文
集
等
を
見
れ
ば
証
す

可
し
。
今　

其
の
言
此
く
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
其
の
覧
る
所

の
皇
本
は
恐
ら
く
は
今
本
と
文
を
異
に
す
。

又
た
按
ず
る
に
皇
本
の
経
文
の
異
な
る
者
は
少
な
か
ら
ず
。

而
れ
ど
も
朱
子
の
未
だ
嘗
て
論
及
せ
ざ
る
者
は
、
特ひ
と

り
是
の

章
の
み
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
朱
子
未
だ
全
本
を
覩
ざ
る
か
。

　

竹
山
の
引
く
朱
子
の
説
は
『
論
語
或
問
』
に
見
え
て
お
り
、
朱

子
も
そ
こ
で
「
未
だ
敢
え
て
旧
説
に
拠
ら
ず
し
て
、
姑し
ば
らく
記
し
て

以
て
考
え
を
俟
つ
の
み
」と
述
べ
て
お
り
、
諸
説
を
認
め
つ
つ
も
、

そ
れ
に
従
う
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
、
解
釈
の
判
断
を
保
留
し
て

い
る
。
し
か
し
、
竹
山
は
、
皇
侃
本
、
す
な
わ
ち
皇
侃
の
『
論
語

懐徳堂研究　第 3 号　平成 24 年 2 月 29 日

34



三
校

義
疏
』
に
従
っ
て
、
本
文
を
「
君
子
恥
其
言
之
過
其
行
」
と
す
べ

き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
朱
子
も
皇
侃
本
を
見
て
い
た
は
ず
で
、

こ
の
箇
所
も
も
し
朱
子
が
皇
侃
本
を
見
て
い
た
な
ら
ば
何
ら
か
の

言
及
が
あ
る
は
ず
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
言
及
が
な
い
の
は
朱
子
の

見
た
皇
侃
本
の
テ
キ
ス
ト
が
竹
山
の
見
た
も
の
と
相
違
す
る
系
統

の
も
の
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
朱
子
が
皇
侃
本
の
全
本
を
見
て
い

な
か
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

『
論
語
集
註
』
を
中
心
と
す
る
朱
子
の
著
述
に
対
す
る
竹
山
の
信

頼
と
、
そ
れ
と
同
程
度
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
竹
山
が
皇
侃

の
『
論
語
義
疏
』
を
信
頼
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
『
集
註
』
に
従
わ
な
い
例
と
し
て
、
陽
貨
篇
（
九
、
一

裏
～
二
表
）「
子
曰
く
、
性　

相
近
し
。
習
い
相
遠
し
」
の
箇
所

を
検
討
す
る
。
そ
の
箇
所
の
『
論
語
集
註
』
は
、
以
下
の
よ
う
に

言
う
。此

の
い
わ
ゆ
る
性
は
、
気
質
を
兼
ね
て
言
う
者
な
り
。
気
質

の
性
は
、
固
よ
り
美
悪
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
然
れ

ど
も
其
の
初
を
以
て
言
わ
ば
、
則
ち
皆
な
甚
だ
し
く
は
相
遠

か
ら
ず
。
但
だ
善
に
習
え
ば
則
ち
善
、
悪
に
習
え
ば
則
ち
悪

な
り
。
是
に
お
い
て
始
め
て
相
遠
く
な
る
の
み
。

程
子
曰
く
、
此
れ
気
質
の
性
を
言
い
て
、
性
の
本
を
言
う
に

非
ず
。
若も

し
其
の
本
を
言
わ
ば
、
則
ち
性
は
即
ち
是
れ
理
な

り
。
理
に
不
善
無
し
。
孟
子
の
性
善
を
言
う
は
、
是
れ
な
り
。

何
の
「
相
近
」
き
こ
と
之こ
れ

有
ら
ん
や
、
と
。

　

こ
の
箇
所
は
、
気
質
の
性
と
本
然
の
性
と
い
う
朱
子
学
の
基
本

的
術
語
に
つ
い
て
言
及
す
る
有
名
な
箇
所
で
あ
る
。
本
文
で
「
性

　

相
近
し
」、
す
な
わ
ち
、
人
に
よ
っ
て
性
が
相
違
し
て
い
る
と

言
う
の
は
、
気
質
の
性
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
朱
子
は

言
う
。
そ
の
朱
子
の
説
を
敷
衍
し
て
、
程
子
は
、
気
質
の
性
は
人

に
よ
っ
て
相
違
す
る
け
れ
ど
も
、
本
来
、
性
即
理
だ
か
ら
、
本
然

の
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ど
の
人
も
同
じ
で
あ
る
は
ず
で
、「
相

近
い
」
と
い
う
表
現
に
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、『
論
語
断
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

竹
山
曰
く
、「
相
近
し
」
は
即
ち
同
じ
な
り
、「
相
遠
し
」
は

即
ち
異
な
り
。
人
と
人
と
対
す
る
が
故
に
「
同
」
と
言
わ
ず

し
て
「
近
」
と
言
う
の
み
。
即
ち
孟
子
の
「
相
似
た
る
」
を

以
て
〔『
孟
子
』
告
子
章
句
上
に
〕「
耳
相
似
た
り
」
と
す
る

は
是
れ
な
り
。〔『
論
語
』
学
而
篇
の
〕「
鮮す
く

な
き
か
な
仁
」

と
は
仁
無
き
な
り
。
併
せ
て
按
ず
可
し
。

　

朱
子
が
本
文
の
「
性　

相
近
し
」
の
「
近
」
を
相
違
す
る
の
意

と
解
す
る
の
に
対
し
て
、
竹
山
は
、『
孟
子
』
や
『
論
語
』
の
例

を
引
い
た
う
え
で
、「
近
」
を
同
じ
の
意
と
す
る
。
竹
山
が
こ
の

よ
う
に
考
え
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、「
近
」
を
同

じ
の
意
と
考
え
る
の
は
竹
山
だ
け
で
な
く
、履
軒
も
同
様
だ
っ
た
。

履
軒
の
『
論
語
逢
原
』
の
同
箇
所
の
注
解
を
見
れ
ば
、
以
下
の
よ
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う
に
言
っ
て
い
る
。

「
近
」
は
猶
「
同
」
な
り
。「
遠
」
と
対
す
。
故
に
「
近
」
と

曰
う
。
孔
子
曰
く
、「
性
相
近
し
」
と
。
孟
子
曰
く
、「
性　

同
じ
く
然
り
」
と
。
其
の
義
は
一
な
り
。
辞
に
緊
漫
有
る
の

み（
４
）。（
原
漢
文
）

　

履
軒
は
、
性
を
朱
子
が
言
う
よ
う
に
本
然
の
性
・
気
質
の
性
と

分
け
ず
に
、
本
然
の
性
の
み
だ
と
考
え
て
お
り
、
気
質
の
性
は
認

め
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
本
然
の
性
と
い
う

必
要
も
な
く
、
た
だ
性
と
の
み
言
え
ば
良
い
と
い
う
考
え
だ
っ

た（
５
）。
竹
山
の
性
に
対
す
る
考
え
は
や
や
不
明
瞭
だ
け
れ
ど
も
、
履

軒
と
同
様
の
立
場
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
竹
山
は
基
本
的
に
は
朱
子
の
注
解
に
従
い
つ

つ
も
、『
集
註
』
の
解
釈
に
従
わ
な
い
事
例
も
多
く
、
個
々
の
事

例
を
検
討
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、『
集
註
』
に
対
す
る
竹
山
の

立
場
は
是
々
非
々
だ
と
言
え
る
。
朱
子
学
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な

竹
山
の
立
場
を
周
囲
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。

　

例
え
ば
、当
時
の
大
坂
詩
壇
の
中
心
的
存
在
に
混こ
ん
と
ん
し
や

沌
社
が
あ
り
、

正
式
の
社
友
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
竹
山
も
混

沌
社
に
参
加
す
る
儒
者
た
ち
と
の
交
流
は
盛
ん
だ
っ
た
。
な
か
で

も
、
後
の
広
島
藩
儒
で
後
期
朱
子
学
派
の
中
心
人
物
に
な
る
頼
春

水
と
は
、
春
水
の
婚
礼
の
仲
人
を
務
め
る
な
ど
親
密
な
交
際
を
し

て
い
た
。
そ
の
頼
春
水
は
『
師し
ゆ
う
し

友
志
』
に
お
い
て
、
竹
山
・
履
軒

の
兄
弟
に
つ
い
て
、「〔
中
井
〕
兄
弟　

皆
な
山
斗
の
望
有
り
。
但

だ
其
の
学　

程
朱
を
信
じ
て
純
な
ら
ざ
る
を
恨
み
と
為
す
」（
原

漢
文
）と
述
べ
て
い
る（
６
）。
す
な
わ
ち
、
春
水
か
ら
見
れ
ば
、
竹
山
・

履
軒
兄
弟
は
純
粋
な
朱
子
学
者
と
は
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
確
か
に
『
論
語
断
』
を
見
る
限
り
、
竹
山
は
基
本
的
に

は
朱
子
の
解
釈
に
従
い
つ
つ
も
、
実
際
に
は
是
々
非
々
で『
集
註
』

に
相
対
し
て
お
り
、
朱
子
の
説
を
墨
守
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
で

は
、
竹
山
は
本
当
に
純
粋
の
朱
子
学
者
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
竹
山
は
、
朱
子
学
の
最
も
重
要
な
立

場
を
踏
み
は
ず
さ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
純
粋
の
朱
子
学
者

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
下
、
項
を
改
め
て
竹
山
の
儒
者
と
し

て
の
基
本
的
立
場
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
竹
山
の
基
本
的
立
場

　
　
　
　
―
闇
斎
・
徂
徠
・
仁
斎
と
の
比
較
―

　

竹
山
関
連
の
資
料
の
ひ
と
つ
に
『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
竹
山
が
知
人
や
弟
子
か
ら
問
わ
れ
た
学
問
や
政
治
・
経
済

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
答
え
た
手
紙
の
集
成
で
あ
る（
７
）。
そ
こ
で
竹

山
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

愚
ハ
カ
ネ
テ
臆
見
ア
リ
テ
、
朱
説
ニ
従
ガ
ハ
ザ
ル
コ
ト
マ
マ

ア
リ
、
タ
ダ
蘐
園
ノ
非
ス
ル
所
ニ
於
テ
ハ
、
ソ
ノ
当
ヲ
見
ザ
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ル
ノ
ミ
、
何
ン
ト
ナ
レ
バ
本
領
既
ニ
大
ニ
異
ナ
ル
ト
、
一
々

朱
説
ニ
反
セ
ン
ト
強
テ
異
説
ヲ
立
ル
病
痛
ア
ル
ベ
シ
、
愚
ノ

篤
ク
程
朱
ヲ
信
ズ
ル
ハ
、
全
体
本
領
ノ
所
ニ
ア
リ
、
経
説
ニ

於
テ
ハ
カ
ツ
テ
回
護
セ
ズ
、
モ
シ
後
儒
ノ
説
ニ
取
コ
ト
ア
リ

テ
、
実
ニ
経
旨
ニ
叶
ヒ
ナ
バ
、
程
朱
モ
地
下
ニ
テ
喜
ア
ル
ベ

シ
、
豈
我
説
ニ
畔そ
む

ク
ト
テ
怒
ア
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
、
コ
レ
大
賢
ノ

心
ナ
リ
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
上
巻
、
二
十
八
葉
裏　

答

斎
藤
高
寿
）

　

こ
こ
で
竹
山
は
、「
愚
ノ
篤
ク
程
朱
ヲ
信
ズ
ル
ハ
、
全
体
本
領

ノ
所
ニ
ア
リ
、
経
説
ニ
於
テ
ハ
カ
ツ
テ
回
護
セ
ズ
」
と
述
べ
て
い

る
か
ら
、
細
か
い
経
説
に
つ
い
て
程
朱
と
多
少
は
距
離
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
彼
自
身
が
基
本
的
に
朱
子
学
を
奉
じ
る
立
場
だ
と
意

識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
言

う
「
全
体
本
領
ノ
所
」
と
は
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

竹
山
の
「
全
体
本
領
ノ
所
」
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
荻
生
徂

徠
・
山
崎
闇
斎
・
伊
藤
仁
斎
に
対
す
る
竹
山
の
批
判
を
見
て
お
く
。

彼
ら
諸
儒
と
比
較
す
る
こ
と
で
竹
山
の
儒
者
と
し
て
の
基
本
的
立

場
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
陽
貨
篇
（
九
、
六
表
）「
子
曰
く
、
古い
に
し
え者　

民
に
三

疾
有
り
、
今
や
或
い
は
是
れ
之こ
れ

亡
き
な
り
。
古
の
狂
や
肆
、
今
の

狂
や
蕩
。
古
の
矜
や
廉
、
今
の
矜
や
忿
戻
。
古
の
愚
や
直
、
今
の

愚
や
詐
な
る
の
み
」
の
有
名
な
箇
所
で
あ
る
。
以
前
と
現
在
と
を

対
比
し
つ
つ
、
現
状
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
り
、
同
箇
所
の
『
論

語
断
』
に
、「
善
按
ず
る
に
、
今
の
徂
来マ
マ

の
学
を
称
す
る
者
は
蕩

の
狂
、
山
崎
の
学
を
称
す
る
者
は
忿
戻
の
矜
、
神
道
の
学
を
称
す

る
者
は
詐
の
愚
な
り
」と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
竹
山
が
徂
徠
・
闇
斎
・

神
道
を
批
判
的
に
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
竹
山
が

諸
儒
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
。

　

ま
ず
、
山
崎
闇
斎
に
対
す
る
批
評
で
あ
る
。
上
述
の
『
竹
山
先

生
国
字
牘
』
所
収
の
「
答
斎
藤
高
寿
」
に
、
竹
山
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。

山
崎
ノ
一
派
ノ
如
ク
、片
言
隻
辞
ノ
程
朱
ヲ
犯
ス
ノ
ア
レ
バ
、

怒
顔
盛
気
ソ
ノ
当
否
ヲ
繹た
ず

ヌ
ル
ヲ
待
ズ
、
概
シ
テ
異
端
邪
説

ト
ス
ル
ハ
、
愚
ツ
ネ
ニ
ソ
ノ
隘
ヲ
議
シ
テ
ソ
ノ
陋
ヲ
笑
フ
、

（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
上
巻
、
二
十
八
葉
裏
）

　

竹
山
も
基
本
的
に
は
朱
子
学
尊
重
の
立
場
だ
か
ら
、
そ
こ
は
闇

斎
と
敵
対
す
る
立
場
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
闇
斎
の

場
合
、「
片
言
隻
辞
」、
す
な
わ
ち
、
一
言
一
句
で
も
程
朱
の
考
え

に
背
く
も
の
で
あ
れ
ば
、「
異
端
邪
説
」と
し
て
強
烈
に
批
判
す
る
。

闇
斎
の
厳
格
な
朱
子
学
墨
守
の
立
場
は
夙
に
有
名
だ
け
れ
ど
も
、

竹
山
の
眼
か
ら
見
て
も
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
だ
と
映
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
さ
ら
に
竹
山
は
『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
所
収
の
「
建
学

私
議
」
に
お
い
て
、
闇
斎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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山
崎
氏
ハ
篤
ク
程
朱
ヲ
信
ジ
、
浮
文
ヲ
削
リ
実
学
実
行
ヲ
主

ト
ス
ル
ユ
ヘ
、
大
ニ
朱
子
ニ
功
ア
リ
ト
モ
申
ス
ベ
ケ
レ
バ
、

コ
ノ
タ
ビ
ノ
教
導
ニ
ハ
宜
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
ニ
候
ヘ
ド
モ
、

苦
々
シ
キ
コ
ト
ハ
一
種
ノ
僻
見
コ
レ
ア
リ
、
敬
義
直
方
ノ
訓

ヲ
ア
ナ
ガ
チ
ニ
拘
泥
シ
テ
、
本
旨
ヲ
ト
リ
失
ヒ
、
諸
事
イ
カ

メ
シ
ク
ノ
ミ
ナ
リ
ユ
キ
、
風
ナ
キ
ニ
波
ヲ
起
ス
コ
ト
ニ
ナ
リ

忿
戻
ノ
矜
ニ
陥
リ
候
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
下
巻
、
四
十

一
葉
裏
）

　
「
建
学
私
議
」と
は
、京
都
の
公
卿
高た
か
つ
じ
た
ね
な
が

辻
胤
長
の
要
請
に
よ
っ
て
、

竹
山
が
一
七
八
二
年
に
提
出
し
た
京
都
と
大
坂
と
の
学
校
建
設
に

関
す
る
提
議
の
書
で
、
江
戸
の
昌
平
黌
に
対
し
て
京
都
や
大
坂
に

も
官
学
を
建
て
る
こ
と
を
建
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
竹
山

は
闇
斎
の
朱
子
学
尊
重
の
立
場
は
認
め
な
が
ら
も
、
闇
斎
が
『
周

易
』
坤
卦
文
言
伝
の
「
敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義
以
て
外
を
方
に

す
」
の
語
に
こ
だ
わ
り
、
結
果
的
に
偏
っ
た
見
解
に
陥
っ
て
い
る

と
批
判
す
る
。
基
本
的
に
朱
子
学
を
踏
み
な
が
ら
も
個
別
の
術
語

の
解
釈
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
是
々
非
々
で
対
応
し
て
い
た
の

が
竹
山
の
立
場
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
た
と
い
朱
子

学
尊
重
の
立
場
は
共
通
し
て
い
て
も
、
一
言
一
句
の
解
釈
に
こ
だ

わ
る
闇
斎
の
立
場
と
竹
山
の
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ

た
。

　

次
に
荻
生
徂
徠
に
対
す
る
竹
山
の
見
解
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
上

述
の
「
答
斎
藤
高
寿
」
に
、「
愚
ハ
カ
ネ
テ
臆
見
ア
リ
テ
、
朱
説

ニ
従
ガ
ハ
ザ
ル
コ
ト
マ
マ
ア
リ
、
タ
ダ
蘐
園
ノ
非
ス
ル
所
ニ
於
テ

ハ
、
ソ
ノ
当
ヲ
見
ザ
ル
ノ
ミ
、
何
ン
ト
ナ
レ
バ
本
領
既
ニ
大
ニ
異

ナ
ル
ト
、
一
々
朱
説
ニ
反
セ
ン
ト
強
テ
異
説
ヲ
立
ル
病
痛
ア
ル
ベ

シ
」
と
あ
っ
た
。
竹
山
も
朱
子
の
見
解
を
墨
守
す
る
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
徂
徠
は
朱
子
の
説
に
無
理
矢
理
に
で
も
反
対
し
よ

う
と
す
る
説
、
す
な
わ
ち
、
反
対
の
た
め
の
反
対
の
説
ば
か
り
で

あ
っ
て
そ
の
弊
害
は
大
き
い
と
言
う
。
懐
徳
堂
は
、
五
井
蘭
洲
の

『
非
物
篇
』
以
来
、
徂
徠
学
批
判
を
基
本
的
立
場
と
し
て
お
り
、

竹
山
に
も
『
非
徴
』
の
著
が
あ
る
か
ら
、
竹
山
も
懐
徳
堂
学
派
の

反
徂
徠
の
立
場
を
踏
ん
で
い
る
。
ま
た
、「
建
学
私
議
」
に
次
の

よ
う
に
言
う
。

学
術
ハ
申
上
候
迄
モ
ナ
ク
朱
学
ノ
外
ハ
コ
レ
ナ
キ
コ
ト
ニ
テ

候
、
陸
王
ヲ
始
メ
後
世
サ
マ
ザ
マ
一
見
所
ヲ
立
タ
ル
儒
家
モ

候
ヘ
ド
モ
、
往
々
禅
学
ニ
落
、
或
ハ
管
商
刑
名
ニ
流
レ
テ
、

大
ニ
聖
学
ノ
本
意
ヲ
失
ヒ
候
ヤ
ウ
ニ
相
ナ
リ
候
、
但
シ
宋
季

元
明
ヨ
リ
吾
邦
先
輩
ニ
至
リ
、
経
説
文
義
ナ
ド
ニ
於
テ
、
各

見
所
ア
リ
テ
旧
説
ヲ
守
ラ
ザ
ル
モ
多
ク
互
ニ
得
失
長
短
モ
ア

リ
、
実
ニ
前
賢
未
発
ノ
旨
ヲ
ウ
ル
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
参
考

ニ
備
ヘ
、
疑
フ
ベ
キ
ヲ
闕
テ
、
ソ
ノ
従
フ
ベ
キ
ニ
従
ツ
テ
可

ナ
リ
ア
ナ
ガ
チ
イ
ヅ
ク
マ
デ
モ
旧
説
ヲ
回
護
執
拗
ス
ル
ニ
ハ

及
ブ
マ
ジ
、
コ
レ
ハ
ミ
ナ
同
中
ノ
異
ニ
テ
、
コ
ノ
従
違
ヲ
以
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ニ
ワ
カ
ニ
朱
門
ニ
畔
ク
ト
ハ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、タ
ダ
全
体
ノ
所
、

程
朱
ヲ
ハ
ナ
レ
タ
ル
ハ
、
ミ
ナ
邪
逕
曲
蹊
ト
思
シ
召
ル
ベ
ク

候
、
我
邦
近
世
ニ
至
リ
、
程
朱
ヲ
罵
リ
、
思
孟
ヲ
詆
リ
、
別

ニ
新
奇
ノ
説
ヲ
立
テ
実
行
ヲ
廃
シ
、
虚
文
ニ
ハ
大
ニ
人
心
ヲ

壊
リ
、
士
風
ヲ
害
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
来
リ
タ
ル
ハ
、
荻
生
大

宰
ヲ
魁
ト
ス
、
コ
レ
ラ
ノ
学
徒
ハ
、
一
日
モ
教
導
ノ
任
ニ
ハ

決
シ
テ
サ
シ
ヲ
ク
ベ
カ
ラ
ズ
候
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
下

巻
、
四
十
一
葉
表
）

　

引
用
の
最
後
部
に
、
程
朱
や
子
思
・
孟
子
を
批
判
し
て
新
奇
の

説
の
み
を
立
て
て
弊
害
を
助
長
す
る
儒
者
の
代
表
格
と
し
て
徂
徠

と
そ
の
弟
子
の
太
宰
春
台
と
を
挙
げ
て
い
る
。「
禅
学
ニ
落
」
と

あ
る
の
は
、
陽
明
学
に
対
す
る
批
判
、「
管
商
刑
名
ニ
流
レ
テ
」

と
い
う
の
は
徂
徠
学
派
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。「
管
商
刑
名
」

と
は
法
家
思
想
を
さ
し
て
お
り
、
政
治
の
治
術
の
み
に
拘
泥
す
る

儒
者
を
批
判
す
る
語
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
朱
子
学
を
「
聖
学
」

と
呼
ん
だ
り
、「
学
術
ハ
申
上
候
迄
モ
ナ
ク
朱
学
ノ
外
ハ
コ
レ
ナ

キ
コ
ト
」
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
竹

山
の
朱
子
学
尊
重
の
立
場
は
明
確
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竹
山

が
徂
徠
学
派
を
「
管
商
刑
名
」
と
批
判
し
て
い
る
の
は
、
本
来
の

儒
家
と
し
て
は
政
治
治
術
の
み
で
は
不
十
分
だ
と
彼
が
考
え
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
竹
山
の
言
う
「
全

体
本
領
ノ
所
」
の
内
容
と
か
か
わ
っ
て
お
り
、
後
述
す
る
。
と
も

あ
れ
竹
山
の
徂
徠
学
派
に
対
す
る
考
え
の
梗
概
は
こ
こ
か
ら
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

最
後
に
仁
斎
に
対
す
る
竹
山
の
見
解
で
あ
る
。
同
じ
く
「
建
学

私
議
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

伊
藤
氏
ノ
学
ハ
、
程
朱
ヲ
排
ス
ル
コ
ト
甚
シ
ク
、
拘
滞
執
拗

ノ
コ
ト
多
ク
、
覇
術
功
利
ニ
帰
シ
候
病
ゴ
ザ
候
ヘ
ド
モ
、
一

体
ニ
平
実
ナ
ル
風
ア
リ
テ
、
陳
熟
緩
慢
ニ
落
ル
ト
モ
、
山
荻

二
家
ノ
如
キ
大
害
ハ
ナ
ク
候
ヘ
バ
、
人
品
才
学
サ
ヘ
揃
ヒ
候

ハ
バ
、
時
ニ
ヨ
リ
乏
キ
ヲ
受
候
ホ
ド
ノ
コ
ト
ハ
苦
シ
カ
ル
マ

ジ
ク
候
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
下
巻
、
四
十
二
葉
表
）

　

仁
斎
に
対
す
る
竹
山
の
舌
鋒
は
、
闇
斎
や
徂
徠
に
対
す
る
も
の

に
比
べ
て
鋭
く
な
い
。
確
か
に
仁
斎
の
程
朱
排
斥
は
激
し
く
、
ま

た
、
徂
徠
と
同
様
に
「
覇
術
功
利
」、
す
な
わ
ち
、
政
治
治
術
の

方
向
の
み
に
拘
泥
し
て
い
る
と
竹
山
は
批
判
し
て
い
る
。し
か
し
、

全
体
的
に
見
て
「
平
実
ナ
ル
風
」
が
あ
り
、「
人
品
才
学
」
さ
え

そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
参
考
に
資
す
る
点
も
存
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
、「
覇
術
功
利
」
と
仁
斎
の
学
が
評
さ
れ
る
の
は
、「
管
商
刑

名
」
と
批
判
さ
れ
る
徂
徠
と
同
じ
系
統
の
学
問
だ
と
竹
山
が
仁
斎

の
学
を
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
儒
者
と
し
て
政
治

治
術
の
み
に
拘
泥
す
る
の
は
正
し
い
方
向
で
は
な
い
と
す
る
竹
山

の
基
本
的
立
場
が
う
か
が
え
る
。
以
上
、
闇
斎
・
徂
徠
・
仁
斎
と

比
較
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
竹
山
の
朱
子
学
尊
重
の
立
場
が
明
ら
か
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に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
竹
山
の
言
う
朱
子
学
の「
全
体
本
領
ノ
所
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
章
を
改
め
て
検
討
す

る
。

四
、
竹
山
の
「
全
体
本
領
ノ
所
」

　

先
に
引
い
た
「
建
学
私
議
」
の
な
か
で
、
竹
山
は
「
学
術
ハ
申

上
候
迄
モ
ナ
ク
朱
学
ノ
外
ハ
コ
レ
ナ
キ
コ
ト
」
と
述
べ
た
り
、
朱

子
学
を
「
聖
学
」
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
朱
子

学
尊
重
の
立
場
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
か
ら

も
う
一
例
挙
げ
て
み
よ
う
。

程
朱
始
テ
六
経
語
孟
ニ
就
テ
、
聖
学
ヲ
推
明
ア
リ
シ
ヨ
リ
、

天
下
ノ
学
風
一
変
シ
テ
学
者
大
寐
ノ
新
タ
ニ
醒
カ
如
シ
、
後

世
ニ
至
、
又
異
説
紛
々
門
戸
ヲ
分
ツ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
、
…
我
邦

近
来
堀
川
蘐
園
ナ
ド
、
又
一
新
機
軸
ヲ
出
シ
テ
、
聖
門
ノ
学

先
王
ノ
道
コ
コ
ニ
ア
リ
ト
唱
ヘ
、
争
テ
程
朱
ヲ
貶
駁
ス
ル
ヤ

ウ
ニ
ナ
ル
ハ
、
可
否
ハ
姑し
ば
らク
コ
レ
ヲ
ヲ
キ
、
ソ
ノ
主
意
大
ナ

ル
違
ヒ
ノ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
ヨ
ク
見
レ
バ
ソ
ノ
聖
道
聖
学
ト
云

フ
コ
ト
ニ
心
付
タ
ル
ハ
、
ミ
ナ
程
朱
ノ
賜
ナ
リ
、（『
竹
山
先

生
国
字
牘
』
上
巻
、
二
十
六
葉
裏　

答
斎
藤
高
寿
）

　

仁
斎
の
堀
川
学
や
徂
徠
の
蘐
園
学
派
が
「
先
王
ノ
道
」
は
我
に

あ
り
と
し
て
程
朱
を
批
判
し
て
も
、
結
局
、
彼
ら
が「
先
王
ノ
道
」

に
思
い
を
致
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
程
朱
ノ
賜
」
だ
と
竹
山
は

言
う
。
こ
こ
か
ら
竹
山
の
程
朱
尊
重
の
立
場
は
明
ら
か
だ
け
れ
ど

も
、
上
述
し
た
よ
う
に
、「
愚
ノ
篤
ク
程
朱
ヲ
信
ズ
ル
ハ
、
全
体

本
領
ノ
所
ニ
ア
リ
」
と
言
う
「
全
体
本
領
ノ
所
」
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
さ
す
の
だ
ろ
う
か
。
竹
山
は
、「
再
答
斎

藤
高
寿
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

皆
以
テ
学
者
脩
己
治
人
ノ
準
的
ト
ス
ル
所
、
先
賢
ノ
述
具
レ

リ
、
タ
ダ
徂
来マ
マ

ノ
所
謂
先
王
ハ
特
ニ
以
テ
学
者
ヲ
恐
嚇
ス
ル

ノ
具
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
実
ハ
管
商
功
利
ノ
術
ニ
墜
在
シ
、
誠
意

正
心
明
善
誠
身
ノ
訓
ヲ
廃
シ
テ
徒
ラ
ニ
経
済
ヲ
談
ズ
、
コ
レ

豈
先
王
ノ
教
ナ
ラ
ン
ヤ
、
コ
レ
ヲ
名
付
テ
先
王
ノ
標
榜
ト
云

ナ
リ
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
上
巻
、
三
十
一
葉
表
）

　

竹
山
は
「
脩
己
治
人
」
こ
そ
が
儒
者
と
し
て
の
目
標
だ
と
述
べ

る
。
こ
れ
は
、
個
人
的
な
修
養
に
始
ま
り
そ
れ
を
全
体
的
な
政
治

に
及
ぼ
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
脩
身
に
始
ま
り
平
天
下
に
至
る
い

わ
ゆ
る
『
大
学
』
の
八
條
目
の
立
場
で
あ
る
。
ま
た
、『
論
語
』

憲
問
篇
に
、
子
路
が
君
子
に
つ
い
て
問
う
た
と
き
の
答
え
と
し
て

孔
子
も
、「
己
を
脩
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
脩
己
」
だ
け
で
も
な
く
「
治
人
」
だ
け
で
も
な
い
、

双
方
と
も
に
尊
重
す
る
立
場
で
あ
る
。
竹
山
に
と
っ
て
、
こ
れ
が

本
来
あ
る
べ
き
儒
者
の
立
場
で
あ
り
、
朱
子
学
の
「
全
体
本
領
ノ

所
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
竹
山
の
「
脩
己
治
人
」
重
視
は
、
例
え
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ば
、
懐
徳
堂
の
門
聯
が
「
力
学
以
修
己
、
立
言
以
治
人
」
と
な
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る（
８
）。

　

た
だ
、「
脩
己
治
人
」
を
目
的
と
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は

儒
者
と
し
て
い
わ
ば
当
然
の
目
標
で
、
竹
山
の
思
想
の
特
徴
と
は

言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
儒
者
と
し

て
誰
で
も
「
脩
己
治
人
」
を
説
か
な
い
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
上
述
の
よ
う
に
仁
斎
や
徂
徠
の
学
を「
覇
術
功
利
」や「
管

商
刑
名
」
と
批
判
し
て
、
政
治
治
術
の
み
に
偏
る
の
は
本
来
あ
る

べ
き
儒
者
で
は
な
い
と
竹
山
は
考
え
て
い
た
。
竹
山
は
、
本
来
あ

る
べ
き
儒
者
と
し
て
「
脩
己
」
を
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、朱
子
学
で
も
強
調
さ
れ
る「
脩

己
治
人
」
の
語
を
あ
え
て
掲
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
宋
代
以
降
に
科
挙
制
度
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
、
儒
者

が
士
大
夫
と
し
て
自
分
の
能
力
を
実
際
の
政
治
の
場
で
発
揮
す
る

機
会
を
も
つ
こ
と
の
で
き
た
中
国
と
相
違
し
て
、
江
戸
期
の
日
本

で
は
儒
者
が
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
も
そ
も

儒
者
の
立
場
そ
の
も
の
が
当
時
は
ま
だ
曖
昧
な
位
置
づ
け
の
周
縁

的
身
分
だ
っ
た（
９
）。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
松
平
定
信
が
老
中

と
な
り
、
彼
の
来
坂
時
に
は
、
竹
山
と
直
接
会
見
し
て
、
そ
の
結

果
、
竹
山
の
経
世
に
関
す
る
見
解
を
ま
と
め
た
『
草
茅
危
言
』
が

献
上
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
定
信
の
寛
政
の
改
革
へ
つ
な
が
っ
て
ゆ

く
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
竹
山
に
と
っ
て
は
、
儒
者
と
し
て
の
本
分

を
果
た
す
千
載
一
遇
の
機
会
を
得
た
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
の
と
き
に
本
来
あ
る
べ
き
儒
者
、
す
な
わ
ち
、
脩
己
を

治
人
に
及
ぼ
す
儒
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
強
調
し
て

も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
竹
山
は
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

江
戸
期
は
、
あ
る
程
度
、
身
分
制
が
固
定
化
し
て
お
り
、
そ
れ

は
竹
山
当
時
も
そ
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
特
に
儒
者
は
周
縁
的
身
分

と
し
て
そ
の
立
場
が
曖
昧
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
身
分
的
制

約
を
超
え
て
儒
者
の
立
場
を
確
立
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
の

だ
と
い
う
使
命
感
に
竹
山
は
燃
え
て
い
た
。
例
え
ば
、『
竹
山
先

生
国
字
牘
』
所
収
の
「
与
今
村
泰
行
論
国
事
」
に
、
次
の
よ
う
に

言
う
。君

子
ハ
思
フ
コ
ト
其
位
ヲ
出
ズ
、
又
ハ
其
位
ニ
在
ザ
レ
バ
其

政
ヲ
謀
ラ
ズ
ト
モ
承
ハ
リ
タ
レ
バ
、
愚
拙
ノ
身
分
ト
シ
テ
藩

国
ノ
事
ヲ
議
ス
ベ
キ
ニ
ハ
非
レ
ド
モ
、
…
サ
キ
ニ
亜
大
夫
織

衛
君
ヨ
リ
モ
竿
牘
懇
々
ニ
テ
執
事
ト
商
量
ヲ
惜
マ
ザ
レ
ト
ノ

来
喩
、
カ
タ
ガ
タ
以
テ
固
辞
隠
黙
ス
ベ
キ
ニ
非
ズ
、
故
ニ
不

案
内
ノ
事
ナ
ガ
ラ
、
シ
イ
テ
鄙
見
ノ
一
二
ヲ
述
テ
責
ヲ
塞
ク

ト
云
ノ
ミ
、
ア
ニ
采
覧
ニ
足
ラ
ン
ヤ
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』

上
巻
、
二
十
二
葉
表
～
二
十
二
葉
裏
）

　

今
村
泰
行
な
る
人
物
は
未
詳
だ
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
あ
る
藩
の

藩
主
に
近
い
高
位
の
武
士
だ
ろ
う
。
竹
山
は
、『
論
語
』
憲
問
篇
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の
語
を
引
き
つ
つ
、
自
分
の
身
分
と
し
て
は
本
来
、
藩
の
政
治
に

つ
い
て
議
す
る
立
場
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
た
っ
て
の
仰
せ
か
ら

鄙
見
を
述
べ
る
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
儒
者
と
し
て
の
自
分
の
身

分
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
と
い
う
自
覚
を
も
ち
つ
つ
、
そ
れ
で
も

な
お
、
政
治
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
竹
山
の
使
命
感
を
こ
こ
か
ら

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
例
挙
げ
れ
ば
、
上
述
の
門
聯

の
解
説
に
竹
山
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

…
力
学
…
修
己
…
立
言
…
君
子
モ
時
ニ
逢
ザ
レ
バ
、
ソ
ノ
業

ハ
修
身
斉
家
ニ
止
マ
リ
、
治
国
平
天
下
ノ
事
業
ハ
世
ヲ
隔
テ

タ
ル
事
ナ
レ
ド
モ
、
書
ヲ
著
ハ
シ
言
ヲ
立
テ
道
ヲ
明
カ
ニ
シ

世
ヲ
曉さ
と

ス
ノ
功
ハ
、
上
位
ニ
立
テ
政
教
ヲ
施
ス
ニ
モ
伯
仲
ス

ル
モ
ノ
ア
リ
、
思
孟
程
朱
ノ
道
ヲ
伝
フ
ル
皆
是
ナ
リ
、
我
邦

ハ
貴
賤
ノ
分
定
マ
リ
タ
ル
国
風
ユ
ヘ
、
閭
閻
ノ
士
（
庶
民
）

イ
カ
ナ
ル
才
徳
ア
リ
テ
モ
、
終
身
沈
淪
シ
テ
一
民
ヲ
得
テ
治

ム
ベ
キ
ヤ
ウ
モ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
カ
ノ
愚
者
一
得
ノ
寸
志
ヲ
述

テ
、
世
ニ
モ
伝
ヘ
後
ニ
モ
貽の
こ

ス
ニ
、
モ
シ
取
ベ
キ
所
モ
ア
レ

バ
、
是
ニ
因
テ
興
起
奮
発
ス
ル
者
モ
少
ナ
カ
ラ
ザ
レ
バ
、
コ

レ
言
ヲ
立
テ
人
ヲ
治
ム
ル
ナ
リ
、
コ
ノ
一
事
ハ
イ
カ
ホ
ド
時

ニ
遇
ヌ
身
ニ
テ
モ
、
随
分
己
レ
ガ
任
ト
シ
テ
譲
ル
マ
ジ
キ
コ

ト
ナ
リ
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
下
巻
、
二
葉
表
～
二
葉
裏
）

　
「
閭
閻
ノ
士
イ
カ
ナ
ル
才
徳
ア
リ
テ
モ
、
終
身
沈
淪
シ
テ
」
の

語
か
ら
、
庶
民
と
し
て
竹
山
が
身
分
制
の
制
約
に
対
し
て
、
あ
る

種
の
鬱
憤
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
な
か
で
、
竹
山

は
儒
者
の
本
分
を
果
た
す
た
め
の
職
務
と
し
て
官
学
の
教
授
を
構

想
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
官
学
と
し
て
の
懐
徳
堂
の
拡
充
を

め
ざ
し
て
、
そ
こ
に
儒
者
と
し
て
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い

た
。
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
と
し
て
、
父
の
中
井
甃
庵
の
代
か
ら
の

悲
願
だ
っ
た
官
学
と
し
て
の
懐
徳
堂
の
拡
充
を
自
分
の
代
で
実
現

す
る
の
だ
と
い
う
一
種
の
高
揚
し
た
気
持
ち
が
竹
山
に
は
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
上
述
の
「
建
学
私
議
」
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

教
授
ノ
任
ハ
、地
下
ノ
賢
者
ヲ
御
択
ミ
遊
バ
サ
ル
ベ
キ
ノ
旨
、

御
尤
ニ
存
ジ
奉
リ
候
、
コ
ノ
事
第
一
ノ
重
事
至
切
至
要
ノ
コ

ト
ニ
候
ヘ
バ
、
中
々
貴
賤
ニ
拘
ハ
リ
候
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ニ
ハ
ナ

ク
候
、
去
ナ
ガ
ラ
真
才
実
徳
ノ
人
、
ニ
ワ
カ
ニ
得
ガ
タ
キ
コ

ト
、
古
今
ノ
通
患
ニ
テ
候
ヘ
バ
、
何
分
造
立
ニ
及
ビ
候
ハ
バ
、

マ
ヅ
愚
拙
兄
弟
ニ
罷
出
候
ヤ
ウ
ニ
尊
命
ヲ
蒙
リ
、
恐
レ
入
候

仕
合
ニ
ゴ
ザ
候
菲
徳
浅
才
ノ
身
分
左
ヤ
ウ
ノ
任
ハ
寔ま
こ
とニ
慙は
じ

入

候
義
、
且
マ
タ
遠
方
ニ
罷
在
候
コ
ト
ユ
ヘ
、
御
間
ニ
モ
合
カ

ネ
候
勢
ニ
ゴ
ザ
候
間
カ
タ
ガ
タ
以
固
辞
仕
ル
ベ
ク
候
ヘ
ド

モ
、
此
任
一
日
モ
欠
可
ラ
ザ
ル
ノ
コ
ト
ユ
ヘ
、
隗
ヨ
リ
始
ム

ル
ノ
思
召
ニ
テ
、
ソ
ノ
人
ヲ
得
ラ
レ
候
マ
デ
ノ
内
、
当
分
ノ

義
ニ
テ
候
ハ
バ
、
ク
リ
合
セ
折
々
罷
出
可
也
ニ
相
務
申
ベ
キ

カ
ニ
候
ヘ
ド
モ
、
同
ジ
ク
ハ
ソ
ノ
任
ニ
ア
タ
リ
候
人
ヲ
カ
ネ

テ
御
択
ミ
遊
バ
サ
レ
タ
ク
候
、（『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
下
巻
、
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四
十
葉
表
）

　

教
授
に
は
身
分
に
関
わ
り
な
く
、
才
能
が
あ
り
人
徳
も
兼
ね
備

え
た
人
材
を
当
て
る
べ
き
だ
と
竹
山
は
言
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ

う
な
優
秀
な
人
材
は
な
か
な
か
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

優
秀
な
人
材
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
当
分
の
間
、
我
々
竹
山
・
履
軒

兄
弟
を
教
授
と
し
て
し
ば
ら
く
任
用
し
て
も
ら
っ
て
も
か
ま
わ
な

い
と
竹
山
は
述
べ
る
。
一
見
謙
虚
に
見
え
る
竹
山
の
こ
の
言
辞
の

裏
側
に
、
自
分
た
ち
兄
弟
こ
そ
が
官
学
の
教
授
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
強
烈
な
自
負
心
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
竹
山
は
「
建
学
私
議
」
の
続
く
部
分
に
、
次
の
よ
う

に
言
う
。

教
授
ノ
職
ハ
、
徳
行
学
術
文
才
全
備
ノ
人
ニ
コ
レ
ナ
ク
テ
ハ

相
済
申
サ
ズ
候
、文
才
ノ
ミ
ニ
テ
徳
行
ナ
キ
ハ
申
ニ
及
バ
ズ
、

害
ア
リ
テ
益
ナ
ク
候
又
徳
行
ア
リ
テ
モ
才
学
足
ズ
候
テ
ハ
、

一
分
ヲ
守
ル
ニ
ハ
事
済
候
ヘ
ド
モ
、
人
ヲ
教
導
ス
ル
ニ
於
テ

ハ
行
届
申
サ
ズ
候
、
尤
コ
ノ
ミ
ハ
三
筋
ニ
分
レ
タ
ル
コ
ト
ユ

ヘ
、
夫
々
一
筋
ヅ
ツ
御
吟
味
遊
バ
サ
ル
ベ
ク
候
、
ソ
ノ
択
ミ

方
、
左
ノ
通
リ
ニ
ゴ
ザ
ア
ル
ベ
キ
カ
ト
存
ジ
奉
リ
候
、（『
竹

山
先
生
国
字
牘
』
下
巻
、
四
十
葉
表
～
四
十
葉
裏
）

　

竹
山
と
し
て
は
、
官
学
の
教
授
は「
徳
行
学
術
文
才
全
備
ノ
人
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
徳
行
」

と
「
学
術
文
才
」
と
を
兼
ね
備
え
た
人
材
で
あ
る
。「
学
術
文
才
」

だ
け
で
は
弊
害
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
徳
行
」
の

み
で
も
人
を
教
導
す
る
に
は
不
十
分
だ
と
竹
山
は
言
う
。
特
に
、

「
学
術
文
才
」
の
み
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
指
摘
は
、「
覇
術
功
利
」

や
「
管
商
刑
名
」
の
語
を
用
い
て
政
治
治
術
の
み
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
と
仁
斎
や
徂
徠
の
学
を
批
判
し
て
、「
脩
己
」
を
「
治
人
」

に
及
ぼ
す
よ
う
な
、
本
来
あ
る
べ
き
儒
者
像
を
構
想
し
て
い
た
竹

山
の
基
本
的
立
場
を
反
映
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

竹
山
の
『
論
語
断
』
を
材
料
に
し
て
彼
の
経
学
研
究
を
概
観
す

れ
ば
、
基
本
的
に
朱
子
の
解
釈
を
踏
襲
し
つ
つ
、
個
々
の
事
例
に

お
い
て
は
柔
軟
に
是
々
非
々
で
対
応
し
て
お
り
、
山
崎
闇
斎
の
よ

う
に
朱
子
の
学
説
を
墨
守
す
る
と
い
っ
た
注
釈
の
立
場
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
竹
山
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
朱
子
の

立
場
に
従
わ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
く
、朱
子
学
の「
全

体
本
領
ノ
所
」
を
守
り
つ
つ
、
注
釈
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

で
は
、「
全
体
本
領
ノ
所
」と
は
何
か
。
そ
れ
は「
脩
己
」と「
治

人
」
と
の
双
方
に
通
じ
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
治
人
」

す
な
わ
ち
、
政
治
治
術
の
み
に
拘
泥
し
て
「
脩
己
」
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
い
る
と
竹
山
に
は
見
え
た
徂
徠
や
仁
斎
の
立
場
を
竹
山
は

批
判
す
る
。
逆
に
「
脩
己
」、
す
な
わ
ち
、
道
徳
的
内
容
を
説
く

中井竹山の儒者意識―その経学研究を手がかりとして― ― 藤居岳人

43



三
校

だ
け
で
も
不
十
分
だ
と
竹
山
は
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
竹
山
に

『
経
済
要
語
』
と
い
う
著
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
竹
山
が
『
論
語
』

為
政
篇
「
為
政
以
徳
」
の
語
、『
荀
子
』
君
道
篇
の
「
有
治
人
無

治
法
」
の
語
、『
礼
記
』
王
制
篇
の
「
量
入
以
為
出
」
の
語
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
為
政
以
徳
」
の

項
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

世
の
君
相
た
る
人
、
国
家
の
大
任
を
舞
台
の
芸
の
如
く
に
心

得
て
は
、
大
な
る
繆
迷
な
る
べ
し
、
世
の
儒
を
以
て
称
す
る

人
も
、
其
家
に
居
る
を
見
る
に
、
不
孝
不
悌
に
て
、
俗
人
同

前
に
放
蕩
不
検
袵
席
不
正
身
持
を
以
て
講
席
に
登
り
、
高
く

性
命
道
徳
を
談
じ
、
稠
人
広
座
に
経
済
礼
楽
を
の
の
し
る
こ

と
な
ど
、
皆
舞
台
の
一
芸
な
り
、
君
相
た
る
人
の
よ
き
誡
な

る
べ
し（
（（
（

、

　

こ
の
よ
う
に
国
全
体
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
で
、
机
上
の
空
論

の
道
徳
や
礼
楽
に
つ
い
て
高
説
を
か
ざ
す
だ
け
の
町
儒
者
に
対
し

て
、
竹
山
は
強
烈
な
批
判
の
語
を
投
げ
か
け
る
。
懐
徳
堂
自
体
も

初
代
学
主
の
三
宅
石
庵
の
こ
ろ
に
は
、
町
人
の
た
め
の
学
問
所
と

い
う
意
識
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
竹
山
自
身
は
、
懐
徳
堂
の
官

学
化
を
み
ず
か
ら
の
使
命
と
考
え
て
、
町
人
の
学
問
所
の
立
場
か

ら
脱
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。「
脩
己
」
の
み
を
説
く
町
儒

者
で
も
な
く
、「
治
人
」
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
徂
徠
ら
の
古
学
で

も
な
く
、「
脩
己
」
を
「
治
人
」
に
及
ぼ
す
儒
者
、
す
な
わ
ち
、

本
来
あ
る
べ
き
儒
者
像
を
描
く
の
が
朱
子
学
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
あ
る
べ
き
儒
者
に
な
り
た
い
と
竹
山
は
考
え
て
い
た
。
こ
の
竹

山
の
強
い
願
望
が
懐
徳
堂
の
官
学
化
へ
の
熱
意
へ
と
竹
山
の
な
か

で
昇
華
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
）
他
に
も
『
論
語
雕
題
』
に
見
え
て
『
論
語
断
』
に
見
え
な
い
蘭
洲
の
説

と
し
て
、
憲
問
篇
（
七
、
十
八
裏
）「
冽
庵
先
生
云
、
丘
何
為
句
絶
、

前
章
夫
子
何
為
可
以
例
」、
衛
霊
公
篇
（
八
、
三
裏
）「
冽
庵
先
生
云
、

如
問
孝
、
不
問
為
孝
。
而
夫
子
之
対
、
皆
以
為
孝
之
方
、
故
問
仁
、
問

為
仁
、
無
殊
義
」、
微
子
篇
（
九
、
十
三
表
）「
蘭
洲
先
生
云
、
其
斯
而

已
矣
一
句
、
宜
在
無
可
無
不
可
之
下
、
誤
写
在
此
。
即
与
可
謂
云
爾
已

矣
一
例
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
な
お
、『
論
語
雕
題
』
の
書
き
入
れ
の

あ
る
両
銭
堂
刊
『
四
書
集
註
』
と
『
論
語
断
』
の
書
き
入
れ
の
あ
る
六

順
堂
刊
の
『
四
書
集
註
』
と
は
、
文
字
の
様
相
が
や
や
相
違
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
ほ
ぼ
体
裁
は
同
じ
で
、
葉
数
も
対
応
し
て
い
る
。

（
２
）
懐
徳
堂
関
連
の
文
献
は
、
懐
徳
堂
文
庫
以
外
に
、
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
が
多
く
所
蔵
す
る
。『
論
語
』
に
対
す
る
五
井
蘭
洲
の
注
解
は
大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
中
之
島
図
書

館
所
蔵
の
『
学
庸
論
語
紀
聞
』、『
蘭
洲
先
生
論
語
解
』、『
蘭
洲
先
生
論

語
精
義
筆
記
』
は
す
べ
て
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
で
あ
り
、
漢
文
の
み

で
記
さ
れ
た
注
解
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
３
）
張
彦
陵
『
四
書
説
統
』
か
ら
の
引
用
は
、『
論
語
断
』
で
は
「
説
統
曰
」、

『
論
語
雕
題
』
で
は
「
張
彦
陵
云
」
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
表
で
は
張

彦
陵
の
項
に
ま
と
め
て
記
し
た
。
同
じ
く
蔡
虚
斎『
四
書
蒙
引
』も『
論

語
断
』
で
は
主
に
「
蒙
引
曰
」、『
論
語
雕
題
』
で
は
「
蔡
虚
斎
云
」、

林
次
崖
『
四
書
存
疑
』
も
『
論
語
断
』
で
は
主
に
「
存
疑
曰
」、『
論
語

雕
題
』
で
は
「
林
次
崖
云
」
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
表
で
は
そ

れ
ぞ
れ
蔡
虚
斎
と
林
次
崖
と
の
項
に
ま
と
め
て
記
し
た
。

（
４
）
実
際
に
は
『
孟
子
』
の
な
か
に
「
性　

同
じ
く
然
り
」
の
語
は
見
え
な

い
。

（
５
）
履
軒
の
性
論
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
仁
斎
・
荻
生
徂
徠
の
性
論
と
比
較
し

つ
つ
論
じ
た
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
性
論
―
伊
藤
仁
斎
・
荻
生
徂
徠
の
所

説
と
比
較
し
て
―
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
―
報
２
０
０
７
』、二
〇
〇
七
年
）

を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
、
史
伝
書
簡
部
所
収
。

（
７
）『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
の
原
本
は
懐
徳
堂
文
庫
の
所
蔵
で
、
全
八
十
四

篇
（
内
十
一
篇
を
欠
く
）。
全
九
冊
。
明
治
四
十
四
年
、
懐
徳
堂
記
念

会
発
行
の
『
懐
徳
堂
遺
書
』
に
、
原
本
か
ら
三
十
篇
を
選
ん
で
活
字
翻

刻
し
た
も
の
を
収
め
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ
ち
ら
を
底
本
と
し
た
。
な

お
、底
本
に
は
変
体
仮
名
や
合
略
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

引
用
に
当
た
っ
て
は
片
仮
名
に
改
め
た
。

（
８
）『
竹
山
先
生
国
字
牘
』
下
巻
、
二
葉
表
に
「
門
聯　

外
門
ヨ
リ
入
テ
講

堂
ヘ
通
ル
ベ
キ
庭
ノ
中
門
ノ
聯
ナ
リ
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
竹
山
は
門

聯
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。
な
お
、
竹
山
筆
で
竹
製
の
こ
の
門

聯
は
、
現
在
、
懐
徳
堂
文
庫
に
「
入
徳
門
聯
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。

（
９
）�

阿
部
吉
雄「
江
戸
時
代
儒
者
の
出
身
と
社
会
学
的
地
位
に
つ
い
て
」（『
日

本
中
国
学
会
報
』
一
三
号
、
一
九
六
一
年
所
収
）、
渡
辺
浩
「
儒
者
・

読
書
人
・
両
班
―
儒
学
的
「
教
養
人
」
の
存
在
形
態
―
」（『
東
ア
ジ
ア

の
王
権
と
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
所
収
）
な
ど
を
参

照
の
こ
と
。

（
10
）『
経
済
要
語
』（
滝
本
誠
一
編
『
日
本
経
済
大
典
』
第
二
十
三
巻
）
五
百

八
十
八
頁
。

（
本
論
考
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研

究
Ｃ
「
懐
徳
堂
学
派
に
お
け
る
教
育
思
想
の
研
究
―
そ
の
経
学
思

想
と
経
世
思
想
と
の
融
合
―
」〔
研
究
代
表
者
・
藤
居
岳
人
〕
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

中井竹山の儒者意識―その経学研究を手がかりとして― ― 藤居岳人

45




